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重　

人

「
疾
風
に
勁
草
を
知
る
」一
年

　

中
国
の
古
典
「
後
漢
書
」
に
は
、
困
難
に

あ
っ
て
は
じ
め
て
強
さ
が
分
か
る
意
と
し
て

「
疾
風
に
勁
草
を
知
る
」
の
言
葉
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
激
し
い
風
が
吹
い
た
時
に
、
折

れ
た
り
倒
れ
た
り
し
て
し
ま
う
木
と
、
し
な

や
か
に
曲
が
り
な
が
ら
も
耐
え
、
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
く
草
を
対
比
し
て
得
た
言
葉

の
よ
う
で
す
。
毎
年
の
よ
う
に
新
潟
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
を
応
援
に
来
て
く
だ
さ
る
高
橋
尚

子
さ
ん
が
、
レ
ー
ス
を
想
定
し
座
右
の
銘
と

し
て
い
る
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
学
校
経
営
、
学
習
指

導
要
領
の
全
面
実
施
、
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
の
推
進
な
ど
、
正
に
今
私
た
ち
は
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
疾
風
」

の
中
に
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
例
年
通
り

進
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

九
月
末
に
行
わ
れ
た
全
連
小
調
査
研
究
担

当
者
連
絡
会
で
、
主
に
学
習
指
導
要
領
の
実

施
に
つ
い
て
、
他
県
の
皆
様
と
現
状
や
課
題

の
情
報
交
換
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
の
現
在
に
お
い
て
も
、
知
徳
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
発
達
を
促
す
日
本

型
教
育
の
大
切
さ
が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、

課
題
と
し
て
現
状
で
「
深
い
学
び
」
を
実
現

す
る
難
し
さ
、
直
接
体
験
の
不
足
か
ら
社
会

性
育
成
の
難
し
さ
、
運
動
習
慣
の
変
化
か
ら

く
る
体
力
不
足
の
傾
向
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
地
域
で
今
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
る
一
人
一
台
端
末
の
活
用
な
ど

「
個
別
最
適
な
学
び
」
に
向
け
た
研
修
が
急

務
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

待
っ
た
な
し
の
課
題
「
疾
風
」
に
さ
ら
さ

れ
る
今
、
チ
ー
ム
学
校
を
牽
引
す
る
校
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
日
々
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
下
支
え
す
る
校
長
会
の
役
割
も

ま
す
ま
す
重
要
で
す
。
校
長
会
で
の
活
発
な

情
報
交
換
や
地
教
委
へ
の
要
望
な
ど
を
進
め
、

各
校
が
し
な
や
か
に
現
状
を
乗
り
越
え
て
信

頼
を
勝
ち
得
る
「
勁
草
」
を
目
指
し
た
い
も

の
で
す
。
（
柏
崎
・
刈
羽　

柏
崎
小
学
校
）

全
連
小
・
京
都
大
会
提
案
発
表

　

第
七
十
二
回
全
国
連
合
小
学
校
長
会
研
究

協
議
会
京
都
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
紙
上
発
表
と
な
っ
た
。

　

大
会
主
題
は
「
自
ら
未
来
を
拓
き　

と
も

に
生
き
る
豊
か
な
社
会
を
創
る　

日
本
人
の

育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推
進
」、
副

主
題
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を

愛
し　

他
者
と
協
働
し
な
が
ら
豊
か
な
未
来

社
会
を
創
る
子
ど
も
の
育
成
」
で
、
Ⅴ
教
育

課
題
第
十
一
分
科
会
の
『
社
会
形
成
力
』
で

提
案
発
表
を
行
っ
た
。
分
科
会
研
究
主
題
は

「
社
会
形
成
能
力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進
」、

研
究
の
視
点
は
「
①
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

る
資
質
・
能
力
・
態
度
を
育
む
教
育
活
動
の

推
進
」
で
あ
る
。
当
面
す
る
社
会
問
題
に
向

き
合
う
学
習
等
を
通
し
て
、
社
会
的
・
職
業

的
に
自
立
し
た
社
会
人
と
し
て
必
要
な
資
質

や
能
力
を
育
み
、
積
極
的
に
社
会
に
貢
献
し

よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
教
育
活
動
を
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
身
近
な
地
域
を
対
象
と
し
て
、
地
域

の
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
、
体
験
的
学

習
や
問
題
解
決
的
な
学
習
を
積
極
的
に
組
み

立
て
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
積
極
的
に
地

域
住
民
の
学
校
運
営
参
画
意
識
の
醸
成
に
努

め
、
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
共
に
子
ど

も
た
ち
を
育
む
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

大会の概要

求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
子

ど
も
た
ち
が
自
己
の
役
割
を
認
識
し
、
他
者

と
協
力
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
も
ち
、
主
体
的

な
態
度
を
身
に
付
け
る
た
め
の
教
育
活
動
を

推
進
す
る
上
で
の
、
校
長
の
果
た
す
べ
き
役
割

と
指
導
性
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

発
表
の
主
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

発
表
題
「
社
会
形
成
能
力
を
育
む
教
育
活
動

の
推
進
に
お
け
る
校
長
の
役
割
と
指
導
性
～

他
者
と
共
に
生
き
る
生
き
方
を
学
ば
せ
、
実

践
（
準
備
）
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
～
」

一　

具
体
性
（
像
）
の
あ
る
学
校
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
の
作
成

○
学
校
推
進
哲
学
の
明
示

○
目
指
す
子
ど
も
の
姿
の
設
定

○
教
育
活
動
推
進
上
の
視
点
の
設
定

二　

目
指
す
子
ど
も
の
姿
の
発
信
・
解
説

三　

教
育
活
動
を
仕
組
む　

○
新
潟
市
地
域
と
学
校
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
の
積
極
的
活
用
と
学
習
参
加

～
第
六
学
年
「
職
業
体
験
」
実
践
か
ら
～

四　

地
域
住
民
の
学
校
運
営
へ
の
参
画
意
識

を
醸
成
す
る

五　

当
面
す
る
社
会
問
題
に
向
き
合
わ
せ
る

○
偏
見
や
差
別
等
の
人
権
に
関
わ
る
こ
と

【
詳
細
は
京
都
府
小
学
校
長
会
Ｈ
Ｐ
を
参
照
】

（
新
潟　

鳥
屋
野
小
学
校
）
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関
ブ
ロ
・
茨
城
大
会
提
案
発
表

関
ブ
ロ
・
茨
城
大
会
提
案
発
表

一　

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
。
私
の
参

加
部
会
は
第
一
群
学
校
経
営
、
分
科
会
Ａ
テ

ー
マ
は
「
学
校
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
確
か

に
す
る
学
校
評
価
の
工
夫
」
で
あ
っ
た
。
紙

面
で
、
提
案
の
骨
子
を
お
伝
え
す
る
。

二　

提
案
の
概
要

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
中
核
に
し

た
地
域
・
保
護
者
・
学
校
に
よ
る
学
校
評
価
」

㈠　

学
校
経
営
の
柱

　
　

当
校
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
以
下
Ｃ
Ｓ
）
と
し
て
地
域
と
連
携
し
た

教
育
活
動
を
展
開
、「
ふ
る
さ
と
田
井
を

愛
し
、
ふ
る
さ
と
田
井
で
躍
動
し
、
世
に

役
立
つ
こ
と
を
喜
び
と
す
る
子
ど
も
の
育

成
」
を
学
校
経
営
の
柱
と
し
て
人
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

㈡　

Ｃ
Ｓ
の
両
輪
と
な
る
組
織

　
　

学
校
経
営
、
教
育
活
動
を
熟
議
す
る
学

校
運
営
協
議
会
（
Ｃ
Ｍ
Ｔ
）
と
教
育
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
協
働
の
地
域
学
校
協
働

本
部
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
）。
こ
の
両
輪
が
中
核
と

な
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行
っ
て
い
る
。

㈢　

人
づ
く
り
の
取
組
を
評
価
（
学
校
評
価
）

ア

内
部
（
校
内
）
評
価　

年
四
回

イ

外
部
評
価

一　

は
じ
め
に

　
「
分
科
会
Ｆ　

人
材
育
成
」
の
提
言
内
容

は
、「
こ
れ
か
ら
の
学
校
運
営
を
担
う
若
手

人
材
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
・
管
理
職
の
育
成

に
関
す
る
提
言
」
で
あ
る
。
分
散
会
の
視
点

と
し
て
、「
困
難
な
時
代
を
乗
り
越
え
る
能

力
と
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
付
け
た
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
・
管
理
職
の
育
成
」
が
示
さ
れ
た
。

二　

提
言
主
題
及
び
副
題

「
意
欲
に
火
を
灯
し
、自
信
を
高
め
る
こ
と

に
よ
る
職
能
向
上
」
～
学
校
運
営
へ
の
主
体

的
参
画
に
よ
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
～

三　

研
究
の
概
要

㈠　

妙
高
市
総
合
教
育
基
本
計
画

　

妙
高
市
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
中
核
と
し
て
社
会
と
と
も
に
歩
む
学

校
の
具
現
を
目
指
し
、
学
ぶ
こ
と
の
よ
さ

を
実
感
で
き
る
「
ほ
ん
も
の
教
育
」
を
構

想
・
展
開
し
て
い
る
。

㈡　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
教
育
活
動

　
　

学
級
担
任
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
教
育

活
動
を
創
造
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て

学
校
経
営
に
臨
ん
で
い
る
。
教
師
が
得
意

分
野
で
力
を
発
揮
し
、
子
ど
も
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
授
業
実
践
が
で
き
る
よ
う
教
師

の
時
間
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、

校
内
研
究
授
業
は
、
教
師
の
得
意
と
す
る

　

市
共
通
・
学
校
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
年

二
回
ア
、
イ
の
結
果
を
Ｃ
Ｍ
Ｔ
（
年
三

回
）
の
場
で
熟
議
（
評
価
）
を
行
う
。

数
値
化
さ
れ
た
項
目
、
数
字
に
表
れ
な

い
子
ど
も
の
姿
、
地
域
・
保
護
者
の
支

援
の
様
子
等
評
価
を
行
う
。

ウ

学
校
評
価
ア
ド
バ
イ
ス
の
会

Ｃ
Ｍ
Ｔ
の
結
果
を
説
明
し
、
有
識
者

（
元
校
長
、
大
学
教
授
）
か
ら
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
。

三　

提
言

〇
校
長
の
目
指
す
学
校
の
理
念
が
学
校
評
価

に
よ
り
、
地
域
・
保
護
者
に
浸
透
し
て
き

て
い
る
。
今
後
も
Ｃ
Ｓ
を
中
核
と
し
た
教

育
活
動
・
学
校
評
価
に
よ
り
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
育
み
、
人
づ
く
り
へ
の
意
識

を
高
め
る
。

〇
学
校
経
営
の
柱
の
具
現
に
向
け
、
社
会

（
地
域
）
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
創
造
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
教
育
活
動
の
評
価
を
推

進
す
る
。

四　

お
わ
り
に

　

後
日
、
提
案
の
冊
子
を
見
て
県
外
の
行
政
、

及
び
学
校
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
も
、
Ｃ
Ｓ
を
基
盤
と
し
て
、
地
域
・
保

護
者
・
学
校
で
田
井
の
子
ど
も
を
育
み
た
い
。

（
見
附　

田
井
小
学
校
）

大会の概要

大会の概要

教
科
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

㈢　

保
護
者
に
伝
え
る
子
ど
も
の
学
び

　
　

保
護
者
に
学
級
経
営
の
方
針
と
具
体
的

な
評
価
、
改
善
の
取
組
を
伝
え
て
い
る
。

特
に
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
と

と
も
に
創
る
教
育
活
動
の
意
味
を
子
ど
も

の
学
び
の
姿
と
し
て
伝
え
続
け
る
こ
と
で

あ
る
。

㈣　

分
掌
主
任
と
し
て
力
を
発
揮

　
　

小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
掌
主

任
と
し
て
学
校
全
体
を
動
か
す
気
概
を
も

ち
、
目
指
す
子
ど
も
像
を
具
現
す
る
と
い

う
目
的
を
共
有
し
、
主
体
的
な
取
組
を
進

め
て
い
る
。

四　

成
果
と
課
題
を
受
け
た
提
言

　

校
長
は
、
職
員
の
意
欲
に
火
を
灯
す
た
め
、

主
体
的
に
取
り
組
む
教
育
活
動
が
展
開
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
。

　

校
長
は
、
分
掌
主
任
が
様
々
な
立
場
の
教

職
員
と
の
企
画
・
運
営
・
評
価
・
改
善
に
よ

り
学
校
を
動
か
す
経
験
を
積
む
こ
と
を
大
切

に
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
教
育
活

動
を
創
造
で
き
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま

れ
る
学
校
づ
く
り
に
尽
力
す
る
。

（
妙
高　

妙
高
小
学
校
）
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阿
賀
町
立
上
川
小
学
校
は
、
令
和
の
時
代

の
幕
開
け
と
と
も
に
、
昨
年
、
旧
上
川
村
の

二
校
（
上
条
小
学
校
と
西
川
小
学
校
）
が
統

合
し
開
校
し
ま
し
た
。

　

校
舎
か
ら
南
に
は
御

神
楽
岳
と
清
流
常
浪
川

を
望
む
山
紫
水
明
の
地
、

そ
の
向
こ
う
は
福
島
県

と
い
う
所
に
位
置
す
る

当
校
は
、
全
校
児
童
六

十
六
名
の
小
規
模
校
で

す
。

一　
「
阿
賀
学
」
の
実
践

　

町
教
育
委
員
会
が
推
奨
す
る
、
郷
土
愛
を

醸
成
す
る
「
阿
賀
学
」（
自
然
学
・
歴
史
学
・

環
境
学
・
特
産
学
・
観
光
学
・
未
来
学
）
を

ベ
ー
ス
に
、
地
域
素
材
や
地
域
の
伝
統
行
事

等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
双
方
向
の

連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
特
に
人
と
の

関
わ
り
が
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
も
、
感
染
リ
ス
ク
を
最
小
限

に
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
必
要
な
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
数
年
前
か
ら
、「
ユ
キ
ツ
バ
キ
」

市
共
通
・
学
校
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
年

二
回
ア
、
イ
の
結
果
を
Ｃ
Ｍ
Ｔ
（
年
三

回
）
の
場
で
熟
議
（
評
価
）
を
行
う
。

数
値
化
さ
れ
た
項
目
、
数
字
に
表
れ
な

い
子
ど
も
の
姿
、
地
域
・
保
護
者
の
支

援
の
様
子
等
評
価
を
行
う
。

ウ

学
校
評
価
ア
ド
バ
イ
ス
の
会

Ｃ
Ｍ
Ｔ
の
結
果
を
説
明
し
、
有
識
者

（
元
校
長
、
大
学
教
授
）
か
ら
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
。

三

提
言

〇
校
長
の
目
指
す
学
校
の
理
念
が
学
校
評
価

に
よ
り
、
地
域
・
保
護
者
に
浸
透
し
て
き

て
い
る
。
今
後
も
Ｃ
Ｓ
を
中
核
と
し
た
教

育
活
動
・
学
校
評
価
に
よ
り
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
育
み
、
人
づ
く
り
へ
の
意
識

を
高
め
る
。

〇
学
校
経
営
の
柱
の
具
現
に
向
け
、
社
会

（
地
域
）
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
創
造
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
教
育
活
動
の
評
価
を
推

進
す
る
。

四

お
わ
り
に

後
日
、
提
案
の
冊
子
を
見
て
県
外
の
行
政
、

及
び
学
校
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
も
、
Ｃ
Ｓ
を
基
盤
と
し
て
、
地
域
・
保

護
者
・
学
校
で
田
井
の
子
ど
も
を
育
み
た
い
。

（
見
附

田
井
小
学
校
）

教
科
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

㈢

保
護
者
に
伝
え
る
子
ど
も
の
学
び

保
護
者
に
学
級
経
営
の
方
針
と
具
体
的

な
評
価
、
改
善
の
取
組
を
伝
え
て
い
る
。

特
に
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
と

と
も
に
創
る
教
育
活
動
の
意
味
を
子
ど
も

の
学
び
の
姿
と
し
て
伝
え
続
け
る
こ
と
で

あ
る
。

㈣

分
掌
主
任
と
し
て
力
を
発
揮

小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
掌
主

任
と
し
て
学
校
全
体
を
動
か
す
気
概
を
も

ち
、
目
指
す
子
ど
も
像
を
具
現
す
る
と
い

う
目
的
を
共
有
し
、
主
体
的
な
取
組
を
進

め
て
い
る
。

四

成
果
と
課
題
を
受
け
た
提
言

校
長
は
、
職
員
の
意
欲
に
火
を
灯
す
た
め
、

主
体
的
に
取
り
組
む
教
育
活
動
が
展
開
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
。

校
長
は
、
分
掌
主
任
が
様
々
な
立
場
の
教

職
員
と
の
企
画
・
運
営
・
評
価
・
改
善
に
よ

り
学
校
を
動
か
す
経
験
を
積
む
こ
と
を
大
切

に
す
る
。

こ
れ
か
ら
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
教
育
活

動
を
創
造
で
き
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま

れ
る
学
校
づ
く
り
に
尽
力
す
る
。

（
妙
高

妙
高
小
学
校
）

学校紹介

佐
渡
市
小
学
校
長
会

阿
賀
町
立
上
川
小
学
校

「
明
日
の
佐
渡
を
創
る
人
、

世
界
と
共
に
生
き
る
人
の
育
成
」を
目
指
し
て

地
域
と
と
も
に
伸
び
ゆ
く
学
び
の
さ
と

郡 市
政令指定都市
だ よ り

　
「
宝
の
島
」
佐
渡
。
佐
渡
に
は
、
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
す
佐
渡
金
銀
山
や
世
界
農
業

遺
産
、
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
の
世
界
的
な

「
三
つ
の
宝
物
」
が
あ
る
。
ま
た
、
能
や
鬼

太
鼓
を
代
表
と
す
る
芸
能
、
ト
キ
が
舞
う
豊

か
な
自
然
、
歴
史
や
文
化
も
佐
渡
の
宝
で
あ

る
。

　

佐
渡
市
小
学
校
長
会
は
、
二
十
二
名
の
会

員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
佐
渡
市
学
校
教
育

の
基
本
理
念
「
明
日
の
佐
渡
を
創
る
人
、
世

界
と
共
に
生
き
る
人
の
育
成
」
を
目
指
し
、

定
例
校
長
会
や
研
修
会
を
中
心
と
し
た
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一　

定
例
会
は
情
報
交
換
の
貴
重
な
場

　

年
間
十
回
の
定
例
校
長
会
で
は
、
各
校
に

お
け
る
諸
問
題
へ
の
対
応
等
の
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
、
今
年
度
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
が
話
題
の
中
心
と
な
っ
た
。

各
校
で
、
ど
の
よ
う
な
感
染
防
止
対
策
を
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
修
学
旅
行
、
運
動
会
と

い
っ
た
学
校
行
事
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る

の
か
情
報
を
共
有
し
、
自
校
の
取
組
の
参
考

と
し
た
。
だ
れ
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
コ

ロ
ナ
禍
で
の
教
育
活
動
の
実
施
。
校
長
会
で

の
情
報
共
有
、
協
議
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

　

ま
た
、
定
例
校
長
会
の
前
段
に
は
、
教
育

委
員
会
の
指
導
・
示
達
の
時
間
を
毎
回
設
け

て
い
る
。
国
や
県
の
動
向
、
市
の
施
策
な
ど

貴
重
な
情
報
を
得
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。

二　

研
修
会
は
学
校
経
営
力
を
高
め
る
場

　

学
校
運
営
協
議
会
に
お
け
る
取
組
や
特
別

支
援
教
育
の
推
進
な
ど
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
八
月
に
は
、
下
越
地
区
研
究
集
会

を
兼
ね
た
佐
渡
市
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会

を
行
っ
た
。
研
究
主
題
「
未
来
を
拓
く
知
を

磨
き
、
と
も
に
生
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
学

校
経
営
」
の
下
、「
校
長
が
主
語
」
の
レ
ポ

ー
ト
を
持
ち
寄
り
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

七
月
は
、
小
中
学
校
合
同
で
「
不
登
校
児

童
生
徒
へ
の
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
生
徒
指
導

研
修
を
行
っ
た
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
活
用
や
関
係
機
関
と
の
連
携
等
、
各
校
に

お
け
る
対
応
や
対
策
に
つ
い
て
共
有
で
き
大

変
参
考
に
な
っ
た
。
一
月
に
も
「
学
力
向

上
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
小
中
学
校
合
同
の
研

修
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
小
学
校
長
会
の
横
の
つ
な

が
り
と
中
学
校
長
会
と
の
縦
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
佐
渡
の
未
来
を
担
う
人

材
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

を
活
用
す
る
取
組
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

ユ
キ
ツ
バ
キ
は
ご
存
じ
の
と
お
り
新
潟
県
の

県
木
で
す
。
そ
の
発
見
の
地
は
、
こ
こ
阿
賀

町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ユ
キ
ツ
バ
キ
に
つ
い

て
学
び
、
知
名
度
を
高
め
た
り
、
付
加
価
値

を
付
け
た
り
す
る
取
組

で
す
。

　

行
政
や
地
元
企
業
等

に
協
力
い
た
だ
き
ユ
キ

ツ
バ
キ
油
や
ユ
キ
ツ
バ

キ
紅
茶
を
つ
く
り
ま
し

た
。

二　

希
望
の
学
び
舎
に

　
「
希
望
の
光　

か
が
や
け
り
」

　
「
髙
き
希
望
を
仰
ぎ
つ
つ
」

　
「
雄
々
し
く
飛
ぼ
う
よ　

希
望
の
空
に
」

　
「
希
望
の
ひ
か
り　

満
ち
あ
ふ
る
」

　

こ
の
地
の
文
化
と
い
え
る
各
校
の
校
歌
の

一
節
に
輝
く
「
希
望
」。

　

こ
れ
ま
で
も
、
地
域
と
深
く
関
わ
っ
て
き

た
学
校
。
令
和
三
年
度
か
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
教
育
活
動
を

模
索
し
、
更
に
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
を
よ
り
太
く
強
固
な
も
の
に
し
、

希
望
に
満
ち
た
学
び
舎
を
目
指
し
ま
す
。
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献上採油の儀

日
本
最
古
の
油
田

　
　
　
　
～
越
の
国
よ
り
燃
え
る
水
を
献
る
～

一　

は
じ
め
に

　

新
潟
県
内
の
石
油
産
出
地
は
、
黒
川
、
新

津
、
東
山
丘
陵
、
西
山
丘
陵
、
頚
城
地
方
な

ど
が
知
ら
れ
て
お
り
石
油
の
古
名
で
あ
る

「
臭
水
（
く
そ
う
ず
）」
と
い
う
地
名
が
各

地
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

新
潟
県
を
含
む
北
陸
地
方
が
「
コ
シ

（
越
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
、
日
本
書
紀
、

第
三
十
八
代
天
智
天
皇
七
年
（
西
暦
六
六
八

年
）
の
記
録
に
「
越
の
国
よ
り
燃
ゆ
る
土

（
亜
炭
、
石
炭
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）、
燃
ゆ

る
水
（
原
油
）
を
献
る
」
と
い
う
日
本
最
古

の
原
油
献
上
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
黒
川
の

地
名
も
黒
い
川
の
流
れ
る
ほ
ど
に
原
油
が
湧

き
出
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

二　

黒
川
燃
水
祭

　

前
述
の
よ
う
な
歴
史
が
一
般
に
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、「
越
の
国
黒
川
臭
水
遺

跡
保
存
会
」
の
主
催
で
昭
和
五
十
八
年
か
ら

黒
川
燃
水
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

㈠
　
献
上
採
油
の
儀

　

こ
の
儀
式
で
は
、
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
を

束
ね
た
道
具
「
カ
グ
マ
」
を
用
い
た
昔
な

が
ら
の
方
法
で
、
か
つ
て
の
臭
水
と
よ
ば

れ
た
原
油
を
採
油
し
ま
す
。

㈡
　
点
火
の
儀

　
　

こ
の
儀
式
は
、
先
人
た
ち
へ
感
謝
の
念

を
捧
げ
つ
つ
、
臭
水
の
灯
で
未
来
を
照
ら

し
人
類
文
化
の
発
展
を
祈
願
す
る
も
の
で

す
。
火
は
地
元
の
黒
川
小
学
校
の
六
年
生

児
童
が
、
古
式
道
具
を
用
い
て
お
こ
し
ま

す
。

㈢
　
清
砂
の
儀

　
　

こ
の
地
で
落
雷
に
よ
っ
て
燃
え
上
が
っ

た
臭
水
へ
の
対
処
法
と
し
て
、
後
に
天
智

天
皇
と
な
る
中
大
兄
皇
子
か
ら
臭
水
の
神

を
祀
り
、
清
い
砂
を
ま
く
こ
と
を
教
わ
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
火
が
鎮
ま
っ
た

こ
と
へ
の
感
謝
の
念
を
表
し
、
国
土
の
安

全
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。
黒
川
小
学
校

の
六
年
生
も
清
砂
を
ま
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
採
油
さ
れ
た
原
油
は
、

七
月
七
日
に
天
智
天
皇
が
祀
ら
れ
て
い
る
滋

賀
県
の
近
江
神
宮
に
献
上
さ
れ
、
引
き
続
き

近
江
神
宮
で
燃
水
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

郷土　
風土記

学校経営に役立つ
情報満載

県小学校長会
ＨＰへアクセス

三　

黒
川
油
田
の
歴
史

　

十
三
世
紀
の
絵
図
「
奥
山
荘
波
月
条
近
傍

絵
図
（
お
く
や
ま
の
し
ょ
う
な
み
つ
き
の
じ

ょ
う
き
ん
ぼ
う
え
ず
）」
等
の
古
文
書
に
も
、

黒
川
の
原
油
産
地
は
「
久
佐
宇
津
条
（
く
さ

う
つ
の
じ
ょ
う
）」「
く
さ
う
つ
・
く
ろ
か
ハ
」

と
し
て
登
場
し
て
い
ま
す
。

㈠
　
江
戸
時
代
の
臭
水

　
　

江
戸
時
代
に
は
黒
川
の
臭
水
は
全
国
的

に
有
名
で
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
の
図
説

百
科
事
典
「
和
漢
三
才
図
会
（
わ
か
ん
さ

ん
さ
い
ず
え
）」
に
は
臭
水
が
黒
川
村
よ

り
出
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
、
江
戸
時
代
後

期
の
医
者
、
橘
南
渓
の
「
東
遊
記
」
に
は

カ
グ
マ
と
い
う
草
を
利
用
し
て
採
油
す
る

様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文

化
十
三
年
（
西
暦
一
八
一
六
年
）
の
越
後

輿
地
全
図
に
は
塩
谷
か
ら
「
地
中
油
出

る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈡
　
明
治
時
代
の
黒
川
油
田
開
発

　

明
治
六
年
（
西
暦
一
八
七
三
年
）
イ
ギ

リ
ス
人
の
医
師
シ
ン
ク
ル
ト
ン
の
指
導
で
、

竪
穴
井
戸
が
掘
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
手
掘
り
井
戸
に
木
枠
を
は
め
て

掘
る
方
法
に
よ
り
、
深
い
原
油
包
含
層
ま

で
安
全
に
掘
り
進
む
こ
と
が
で
き
、
当
地

で
油
の
井
戸
掘
り
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
一
帯
に
数
多
く
の
井
戸
が
掘
ら
れ
、

原
油
は
地
元
の
人
々
の
生
活
を
潤
し
、
シ

ン
ク
ル
ト
ン
は
黒
川
油
田
開
発
の
恩
人
と

な
り
ま
し
た
。

㈢
　
昭
和
の
最
盛
期
と
衰
退

　
　

明
治
の
終
わ
り
の
頃
に
黒
川
油
田
は
一

時
衰
退
し
ま
す
が
、
昭
和
十
三
年
頃
か
ら

採
掘
が
再
開
さ
れ
ま
す
。
昭
和
十
六
年
頃

か
ら
帝
国
石
油
、
大
同
石
油
な
ど
大
企
業

の
本
格
的
採
油
が
行
わ
れ
、
無
数
の
石
油

掘
削
櫓
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
平
木

田
駅
ま
で
パ
イ
プ
で
原
油
を
送
油
し
、
新

潟
の
製
油
場
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
昭
和
十
七
年
頃
に
最
盛
期
を
迎
え
ま

す
。「
油
の
一
滴
は
、
血
の
一
滴
」と
言
わ

れ
た
昭
和
十
九
年
の
太
平
洋
戦
争
中
、
工

兵
隊
が
黒
川
小
学
校
に
駐
屯
し
て
黒
川
坂

下
で
原
油
を
採
掘
し
、
昭
和
二
十
年
頃
に

は
胎
内
川
沿
岸
で
も
本
格
的
に
採
掘
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
産
出

量
も
不
足
し
、
外
国
輸
入
が
増
加
し
た
こ

ろ
か
ら
黒
川
油
田
は
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

昭
和
三
十
四
年
か
ら
五
十
一
年
ま
で
黒

川
小
学
校
の
給
食
燃
料
や
漁
船
の
燃
料
と

し
て
使
用
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
五
十
五
年
頃
黒
川
油
田
は
終
焉
を
迎

え
ま
す
。

四　

終
わ
り
に

　

昭
和
六
十
年
に
黒
川
石
油
公
園
が
油
田
採

掘
跡
地
の
林
の
中
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
四
年
に
は
「
黒
川
の
く
そ
う
ず
」
と
し
て
、

県
の
天
然
記
念
物
に
、
さ
ら
に
平
成
六
年
に

は
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
八
年
に
シ
ン
ク
ル
ト
ン
記
念
館
が

開
館
し
、
黒
川
油
田
の
歴
史
を
展
示
や
映
像

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
（
資
料
提
供　

胎
内
市
教
育
委
員
会
）

（
胎
内　

黒
川
小
学
校
）


